第５回教育委員会（定）
開会日時　　平成２３年　　３月　　９日（水）　　　午後　　１時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後　　２時３０分
開会場所　　教育委員会室

出　　席　　者

委　　　　　員　　別　府　明　雄

委　　　　　員　　今　井　英　彦

委　　　　　員　　谷　田　　　泰

委　　　　　員　　本　山　千惠子

委　　　　　員　　北　川　容　子

出席事務局職員

　　事務局次長　　茂　木　良　一　　　　庶務課長　　矢　嶋　吉　雄

　　学務課長　　林　　　栄　喜　　　　生涯学習課長　　有　馬　　　潤

　　指導室長　　中　川　修　一　　　　新しい学校づくり担当課長　　浅　賀　俊　之

　　学校地域連携担当課長　　中　島　　　実　　　　中央図書館長　　近　藤　直　樹

署　名　委　員

　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午後　　１時００分　開会

委　員　長　　本日は、５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２３年第５回の教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、茂木次長、矢嶋庶務課長、林学務課長、有馬生涯学習課長、中川指導室長、浅賀新しい学校づくり担当課長、中島学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の、以上８名でございます。

○署名委員の指名
委　員　長　　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により北川委員にお願いいたします。

　本日の委員会は１名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○議事

日程第一　議案第６号　板橋区立少年自然の家八ヶ岳荘基本協定締結及び他２施

　　　　　　　　　　　設の基本協定変更覚書の取交し並びに事業計画の承認に

　　　　　　　　　　　ついて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生涯学習課）

委　員　長　　それでは、議事に入ります。日程第一　議案第６号板橋区立少年自然の家八ヶ岳荘基本協定締結及び他２施設の基本協定変更覚書の取交し並びに事業計画の承認について、生涯学習課長から説明してください。

生涯学習課長　　それでは、資料生―１をご覧になってください。

　指定管理者施設３施設につきましての平成２３年度に係る手続についてでございます。

　まず、八ヶ岳荘につきましては、今年度、平成２３年度以降の新たな５年間の指定管理者を選定、指定していただきました。したがいまして、今回、八ヶ岳荘につきましては、この５年間の基本協定の締結が議案として出ております。

　あとの２施設、榛名と教育科学館につきましては、指定管理の期間内でございますので、平成２３年度の事業計画についてのご承認。

　それから、３施設ともなんですけれども、基本協定の部分で何点か新たに項目を入れなくてはいけない部分があります。その部分につきましては、変更の覚書ということになります。

　ただ、八ヶ岳につきましては新たな基本協定を結びますので、その新たな基本協定の中にもう入ってございますので、変更は必要ない。他の２施設につきましては、基本協定を変更する必要があるということでございます。

　まず、その変更の部分からちょっとご説明しますと、９をご覧ください。

　政策経営部からの通知文でございますけれども、こちらの方で基本協定書への記載事項ということで、新たに結ぶ場合、または今の基本協定に変更を加えてくださいという通知が今年の１月２０日付で来ております。これに基づくものでございます。

　記書きの部分で大きく４点ありまして、モニタリング評価の実施について、防火管理者の選任について、区内経済等への貢献について、４点目が災害事故等への対応という４つについて盛り込んでくださいというものでございます。

　これにつきましては、３ページ以降に、随時、通知が来ておりまして、その都度入れてくださいという話はあったんですけれども、今回まとめて、再度確認する意味も込めて、この４つの項目について入れてくださいということで来ております。したがいまして、既に対応している部分もあれば、今回新たに対応した部分がございます。

　この生涯学習課の施設につきましては、モニタリング評価の実施につきましては全部入っておりますので、今回入れる必要はありません。

　この防火管理者の選任につきましては、一部の施設のみということで入っております。入っているところと入っていないところがあります。

　それから、４番目の災害事故等への対応というのは、全面的に今回新たに入れている部分でございます。いずれも、今回入れまして、それに基づいて、もう既に指定管理者と詰めておりまして、これに基づいた対応をする予定でございます。

　そちらの部分がこの別紙の１、２、３のインデックスの部分でございまして、例えば、インデックスの１番をご覧になっていただきますと、八ヶ岳荘の基本協定の見直し事項ということで書いてございます。追加事項のところで、例えば、モニタリングの評価の実施であったり、防火管理者の選任であったり、こういったものが入っております。

　インデックスの２番の科学館のところをご覧になっていただきますと、基本協定の第４２条というものを追加して、災害事故等の対応というものを新たに入れる。科学館につきましては、防火管理者の部分についてはもう既に入っていたということで、この災害事故等への対応のみが入ってくるということです。

　インデックスの３番で榛名林間学園をご覧になっていただきますと、榛名林間学園につきましては、防火管理者と災害事故等への対応ということで２つ、第４４条と第４５条で新たに入れますということが書いてございます。

　以上が基本協定関係でございます。

　引き続きまして、今度は、具体的に来年度の事業につきましてご説明いたします。

　これにつきましては、インデックスの４、５、６が、それぞれの施設ごとに資料がついております。

　まず、インデックスの４をご覧になっていただきますと、教育科学館の事業計画の概要と変更点ということで資料がついております。

　その４ページをご覧になってください。

　４ページにⅢということで、前年度との変更点ということで書いてございます。

　まず、１点目としましては、人員配置の見直しということで、新規事業の実施に伴いということで、新規事業、この主なものは、今度、実験科学塾という科学教室を行う予定ですけれども、これは学び支援プランの方にも少し記載があるわけですけれども、少しレベルの高い科学教室を行うということで、その新規事業の実施に伴い人員を新たに配置するということで、具体的に言いますと、（１）の準指導員という１名を新たなポストとして用意するということでございます。

　それから、２点目の人件費の見直しというのは、それに伴って人件費が少し上昇するということでございます。

　あと、３番目の収入見込み額の増ということで、プラネタリウムの観覧料につきましては、観覧者数が増えてきているということもありまして、少し多く見込みますということです。

　４点目の事業内容の見直しというところでは、表のとおり、科学教室から実験科学塾まで、記載の事業名について回数を増やしたり、または、ものによっては少し回数を減らしたり等、変更が予定されております。

　５番目の管理運営委託料の方ですけれども、平成２２年度から平成２３年度にかけて、３７０万円程度の委託料が上昇しています。これにつきましては、平成２３年度の予算で認められておりますプラネタリウムの投影システムの取替工事であったり、それからプラネタリウムの学習投影番組の改定作業費の分が委託料の中に含まれておりますので、その分が上乗せになっております。

　Ⅳ番目の観覧者数の実績につきましては、ご覧のとおり、入館者数は年によって多かったり少なかったりしているんですけれども、プラネタリウムの方は毎年順調に伸びているというところです。平成２２年度は１２月末日現在の数ということで、まだ９カ月分の数ですので、３月までを入れますと、さらにこの数は増える見込みでいます。

　続きまして、インデックスの５番、八ヶ岳荘の事業計画概要と変更点ということでございます。こちらにつきましても、３番目の３ページ、平成２３年度の主な変更点という部分をご覧になってください。

　まず、施設設備維持管理業務の部分で、建築物定期点検業務が建築基準法で３年ごとということですけれども、これを実施する年に当たっておりますので、この分の業務が増えるということです。

　それから、２点目としましては、給食業務に関するサービスの向上策ということで、季節ごとに、旬の郷土料理食材をメニューに反映ということです。

　それから、野外炊飯の部分では、メニューを６種類から１０種類に増やすということです。これにつきましては、利用団体の方から、当初、この八ヶ岳荘では野外炊飯は一泊を想定して、メニューをそれほど多く設定していなかったわけですけれども、二泊以上キャンプ等をする団体がいらっしゃるようで、その二泊以上する団体にとっては、メニューが少ないともう限られてしまって、ちょっと増やしてもらえないかという要望もありまして、今回増やしたものでございます。それに伴いまして、写真つきの調理マニュアル等も提供して、野外炊飯がしやすいような向上策を考えております。

　また、３点目としまして、自主事業としまして、とれたての地元の高原野菜の販売を行う予定でいます。

　利用実績の方をご覧になっていただきますと、こちらも、特に優良利用者は、毎年軒並み増えてきておりまして、移動教室であったり、青健やスポーツ団体の利用だけに限られているものではなくて、普通の一般の区民の方々もご利用になれる施設と、だんだん浸透してきているのが分かるかなと思います。これも１月末現在での数字ですので、残り２カ月分の数字が加わると、さらに数字は大きくなるかなと思っております。

　最後、インデックスの６番目をご覧になってください。

　榛名林間学園の事業計画と変更点でございます。

　こちらは、変更点の前に、２ページですけれども、２番の収支計画概要というところで、平成２３年度は、平成２２年度に比べて委託料は減少しております。これの主な理由は、次の括弧書きのところですけれども、温水ヒーター補修及び備品購入費を平成２２年度に対応したわけですけれども、その分がなくなるということで減になるわけですけれども、こちらで左側に人件費の増という部分があります。こちらは、パートの人件費を３３万円分値上げした部分でございます。

　こちらにつきましては全庁的な対応ということで、政策経営部の方から、各施設の従業員の労働条件をきちんと調査した上で、適切な給与水準でちゃんと雇用するようにという通知を受けて調査した結果、パートの従業員の人件費については少し値上げして対応する必要があるだろうということで、その分はちゃんと区として対応しますということでして、人件費を値上げする部分でございます。

　３番目の平成２３年度の変更点をご覧になっていただきますと、こちらも建築物定期点検業務が３年ごとの実施年に当たっておりますので、これを実施するということです。

　それから、施設利用キャンセルに伴う食事キャンセル料の設定ということで、こちらの方はこれまできちんとした設定をしてこなかったという部分でございまして、これは、移動教室の利用が主だった状況からだんだん普通の利用者も増えてきているという中で、こういったキャンセル料の設定もしておかないと土壇場でのキャンセルでキャンセル料を取れないということになってしまいますので、こういうものを設定していこうというものでございます。

　それから、利用実績の方をご覧になっていただきますと、こちらも優良利用者の方でかなり今回は増えております。これの主な原因は、移動教室期間中の週末を受け入れ可能にしたというところが大きいところです。

　これまで移動教室期間中は受け入れはできないという方針だったんですけれども、それを受け入れするように変えたところ、時期がいいときは利用したいという方が多いということで、ここに数字として現れているのかなと思っております。

　簡単でございますけれども、指定管理者３施設についてご説明しました。よろしくお願いします。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　全般的に少しずつ改善が進んでいるような傾向があると思うのですけれども、これは、受けている企業によって、管理の改善のスピードの度合いとかそこら辺は何か差があるんですか。

生涯学習課長　　やはり、企業としての体力があるところは、結構、組織的にきちんと対応していく傾向があるかなと思っています。

　それほど大きい企業でないところでも、もちろん改善に向けて、できる範囲で対応してもらっているという状況です。

谷田委員　　それぞれ違う会社にはなりますけれども、そういういい事例があれば、是非、何かよりよくなるためのヒントみたいなものは我々の方からも色々と提供してあげて、なるべくいい形で進んでいくようにやっていただいたらいいのではないかと思います。

生涯学習課長　　特に、榛名と八ヶ岳はどちらも似たような郊外での宿泊施設ということで、それぞれ指定管理者は異なりますので、こちらについては、こちらではこういう対応をしていますよというようなのは、双方やりとりしながらやっているところです。

本山委員　　榛名の方ですけれども、パートの方の賃金の見直しがあったということなんですが、賃金は地域格差みたいなものがありますが、まず、地域間格差を考慮されているのでしょうか。

生涯学習課長　　その辺も考慮した上です。

本山委員　　そうですか。

生涯学習課長　　いずれにしましても、労働条件の調査については、板橋区の社会保険労務士の事務所にお願いしまして点検はしておりますので違法の状態ではなかったんです。もちろん事業指定管理者として適法な状態での雇用はしていたわけですけれども、単純に賃金だけではなくて、人員配置の問題であったりとか、要は、これだけの業務量に対してこれだけの人数でいいのかとか、これだけの労働量でいいのかとか、その辺も含めての全体的な状況を見た上で、もう少し人件費を上げて対応しなくてはいけないという判断です。

本山委員　　分かりました。

教育長　　榛名にしても、八ヶ岳にしても、自主事業なのにすごく頑張っているなという、区報なんかでもしっかり出ていますので分かるんですけれども、特に榛名の冬期の利用者、６の９ページのところに、平成２３年度はまだ集計ができていないかもしれないんですけれども、大幅に２５０人と増やす見込みになっていますけれども、その辺の状況は今年はどうだったのでしょうか。

生涯学習課長　　平成２２年度の数字的実績は、もう１２月、１月が上がってきておりますけれども、多くはないです。指定管理者として頑張っていますけれども、なかなか数としては表れてきていない状況です。

教育長　　平成２０年、２１年と同じように、１５人、１９人とか、こんな状況ですか。

生涯学習課長　　はい。

教育長　　一生懸命、実施事業で冬の観光を楽しもうということもやっているようですけれども、なかなかすぐには成果が上がらないですね。

生涯学習課長　　八ヶ岳と異なって、榛名は施設自体が冬への対応を想定していない施設ということもありまして、床暖房とかといったものもないですし、ストーブで対応しているような状況だったりといったものもあるかと思います。

　また、なかなか周知がされていないという部分もあるかなというのはあるんですけれども。

今井委員　　谷田委員のお話にもありましたけれども、年度計画がかなり色々工夫も出てきて、内容的にも進化しているというのは本当に感じます。

　例えば、インデックスの５番の２４ページとかは、移動教室のために食育、例えば２６ページで食事バランスガイドのチェック表、こんなのを活用しているだとか、献立とか、アレルギーなんかで会社の本部との連携みたいなものが強化されているとか、それから屋外での食事で、これはうどんを粉からつくるですとか、なかなかすごいなと思って見ていました。

生涯学習課長　　それなりの施設でもあるんですけれども、結構、本当に格安で宿泊できる施設ということで高い評価をいただいている部分もあるんですけれども、一方で、かなり厳しいお声もよくいただいておりまして、それへの対応というのも結構ありました。その都度、できる範囲で、少しずつ指定管理者に対応してもらっていますので、その辺では、毎年少しずつ改善はしている部分は多いと思います。

今井委員　　あと、こういう選定から、基本契約から、年度計画から、モニタリングから、評価まで膨大な管理コストがかかっている。これは、その指定管理者制度を活用するときのすごく大事なポイントで、すごく大変なんでしょうけれども、大事だなと思って見ていました。

委　員　長　　平成２０年度に比べると、榛名の青健の利用が半分ぐらいになってしまっているではないですか。それは、何か理由がありますか。

生涯学習課長　　榛名を利用していた地区が、例えば妙高であったり、ほかの施設に行ったりし出したというところが大きいです。

委　員　長　　それは、榛名の建物とか食事の問題とかというより、もっと景色のいいところとか。

生涯学習課長　　例えば、国立妙高自然の家などは、少し遠くなりますけれども、本当になかなか区ではまねができないほどの恵まれた施設です。そちらの方を利用し始めた地区もあります。ほかにも色々と競合相手の施設があるものですから、それは地区の方で選んでもらうしかないです。

　ただ、八ヶ岳か榛名を選んでいただいている地区の方は、そういう魅力がある施設があっても、区の施設ということで色々利用しやすいところがあるので、ずっと利用しているという地区も多いです。

委　員　長　　要するに、例えば青健で二泊三日で行くと、その三日間何かイベントをやらなくてはいけないわけですから、近隣にそういうものができるものがないと結局つまらない場所になってしまう。

　榛名だけが頑張ってもしようがないのですけれども、周りに色々、グリーン牧場とか何かあったりするではないですか。そうすると、ハイキングコースができたりとか、そういうところですと、結構、行きやすくなったりして。何もないところだと、どうしても別のところにしようかなということになってしまうんだと思います。

生涯学習課長　　そうですね。

委　員　長　　青健の付き添いの方もだんだん高齢化しているので、高い山のところは嫌だという意見も最近は出てきたりして、適度なハイキングコースのあるところが一番いいといわれております。

　よろしいでしょうか。

　では、お諮りいたします。日程第一　議案第６号板橋区立少年自然の家八ヶ岳荘基本協定締結及び他２施設の基本協定変更覚書の取交し並びに事業計画の承認について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○議事

日程第二　議案第７号　東京都板橋区立小学校及び中学校の就学指定に関する規

　　　　　　　　　　　則の一部を改正する規則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学務課）

委　員　長　　日程第二　議案第７号東京都板橋区立小学校及び中学校の就学指定に関する規則の一部を改正する規則について、学務課長から説明してください。

学務課長　　それでは、議案第７号東京都板橋区立小学校及び中学校の就学指定に関する規則の一部を改正する規則でございます。

　改正条文につきましては、るる書いてございますけれども、資料を２枚おめくりいただきまして、新旧対照表の手前のページに提案理由が書いてございます。

　提案理由といたしましては、前々回の教育委員会でご報告申し上げました志村第六小学校と蓮根小学校の通学区域の変更と、４月にご報告しました学校選択制検証検討会での項目によります選択制の変更、特に小学校に限りまして、学校選択できる範囲を全ての区立学校から隣接する学区域に変更するという内容の規定に伴います規定の整備でございます。

　では、その次のページの新旧対照表をご覧いただきたいと思います。

　左側の「新」という部分でございますけれども、まず、第３条、学校選択でございます。

　こちらにおいては、小中ともに、全ての区立学校を選択できるという内容から、小学校については下線が引いてありますが、小学校にあっては別表第３に定める隣接校ということで、隣接区域学校選択制に変更するものでございます。

　また、おめくりいただきまして、その次のページでございますけれども、第４条、就学指定のところにつきましては、第２項、第３項ともに、小学校の場合における隣接校の選択についての文言の追加。

　また、第４項につきましては、隣接校を選択した、または通学域を選択した中で、優先順位として、地元の学校を選択した子供については当然入学するということになってございますが、それ以外での優先順位としては、既に兄姉が通っている場合の優先順位がつけられているものでございます。その部分につきまして、隣接校を選択したということでの文言の変更等を記載しているものでございます。

　従前にもございましたけれども、地元の子供でいっぱいになってしまった、残りの枠が兄姉が優先している場合であったとしてもオーバーしてしまうような場合については、兄姉の関係につきましても抽選を行えるという規定が最後に書いてあるものでございます。

　続きまして、それ以降につきましては、文言整備というところでございました。

　また、資料をおめくりいただきまして、ページの下に「４／８」と書いてあるページがございます。別表第１の変更でございます。

　別表第１につきましては、小学校の通学区域が記載されているところでございますが、先にご説明いたしました志村第六小学校と蓮根小学校の通学区域の変更ということで、それぞれ当該校の通学区域の地番の方が変更されているものでございます。

　また、その後に別表第３ということを今回追加させていただきました。

　別表第３につきましては、小学校の隣接校の明示でございます。それぞれ、志村小学校から行政順に表ができておりまして、その当該校の隣接する小学校ということでの学校名を明示しているものでございます。

　最後の５３番目の高島第六小学校まで、以下のそれぞれの学校に接する学校については、右の表の学校名ということの明示でございます。

　最後に、付則でございます。

　本規則は平成２３年８月１日から施行する。ただし、別表第１の改正規定は、志村第六小学校と蓮根小学校の学区域変更ですが、これについては４月１日から変更するということでございます。

　また、この第２項でございますが、この規則による改正後の板橋区立小中学校の本規則の規定につきましては、就学予定者が平成２４年４月１日以後に就学する場合について適用するということで、次の新１年生から適用することを明示しているものでございます。なお、それ以前に、転入等で入ってくるお子さま等につきましては、現在の例によるというただし書きでございます。

　また、第３項につきましては、平成２４年３月３１日までの間に通学区域の区立学校を就学すべき区立学校として指定された者、これは小学校に限りますけれども、同年４月１日以後も引き続きその学校に在学する予定の者を兄姉とする就学予定者、新１年生等ですが、これにつきましては、平成２９年３月３１日までの間に限り、兄姉在学校を選択することができるという規定でございます。

　これは、平成２３年度に入った新１年生以上の方につきまして、その兄姉が在籍する学校につきましては、隣接ではなくても下のお子さんがその学校を選択できるという経過措置を規定したものでございまして、今回、本年４月に入学するお子さまが６年生になるまで、その経過規定を適用するという文言でございます。

　雑駁でございますが、規則の変更につきましては以上でございます。

　あと、この間、６月に学校選択制検証検討会の方でのご報告をさせていただき、小学校は隣接学区域選択制ということで報告し、教育委員会でもその方針を決定させていただいたところでございます。

　この間、この規則を作成するまで、議会の委員会等の方では、通学制に戻した方がいいのではないかとか、また、それ以外の場におきましても、例えば、特認校制度はどうなのかというところ、特に、板橋の場合はそういった全域的に人気のある学校があるのではないかといったご意見もいただいているところでございましたが、検証検討会の結果、また教育委員会の決定を踏まえまして、このような形になったことを申し添えさせていただきたいと思います。

　説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　規則が変わるということであれなんですけれども、考え方というのをしっかり皆さんに伝えていただいたらいいのではないかなと思います。

学務課長　　その点につきましては、規則の改正をご決定いただいた後には、広報等を使いながらこの範囲を周知させていただくとともに、その決定によった考え方につきましても合わせて示させていただきまして、保護者の方のご理解を得ていきたいと考えているところでございます。

本山委員　　このことについて、厳しい、予定が狂ったみたいなご家庭からの要求みたいなのはありますか。

学務課長　　厳しいというご意見というのはいただいたところではございませんが、４月入学のお子さまから適用なさるということで、どのエリアに引っ越せばよろしいのかとかという問い合わせ等、この間、この新制度についてのお問い合わせというのはいただいているところでございまして、そういった中で、全区的に応募することのできる特認校制度も検討されないのかというお話はきていたところでございます。

教育長　　保護者の問い合わせで、「特認校をつくらないのですか」という問い合わせがあったということですか。

学務課長　　そういった要望もありましたし、それ以外の、議会等においてもそういった話もいただいたところでございます。

　つけ加えさせていただきますと、これは保護者の方々に説明等でお伝えしていかなくてはいけませんが、小学校につきましては、通学上の安全の確保という観点から、今回、余り遠距離の通学はよろしくなかろうという趣旨のもとでの隣接区域に選択範囲を狭めるという改正でございますので、そういったところは広く周知していきたいと思っているところでございます。

委　員　長　　内容的には、従前から委員会でお話をいただいた内容なので、それが規則になったということでございますので、よろしいでしょうか。

　お諮りいたします。日程第二　議案第７号東京都板橋区立小学校及び中学校の就学指定に関する規則の一部を改正する規則について、原案どおり、決定することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○議事

日程第三　議案第８号　板橋区立図書館の指定管理業務に関する年度協定の締結

　　　　　　　　　　　について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館）

委　員　長　　日程第三　議案第８号板橋区立図書館の指定管理業務に関する年度協定の締結について、中央図書館長から説明してください。

中央図書館長　　議案第８号でございます。

　板橋区立図書館の指定管理業務に関する年度協定についてという議案でございます。申しわけございませんが、添付の協定書の中で訂正箇所がございますので、訂正をお願いしたいと思います。

　２枚めくっていただきまして、２ページ目になりますが、第５条という条文がございます。その中に①から⑥という経費がありますが、訂正箇所は④番の地域連携経費とあります金額でございます。４５万円となっておりますが、６０万円ということで訂正をお願いいたします。

　もう１カ所が、その２つ下の⑥番の備品購入費。１５５万円となっておりますが、正しくは１４０万円でございます。申しわけございませんが、訂正をお願いいたします。

　それでは、説明の方に入らせていただきます。

　先ほどの生涯学習課の所管施設では基本協定ということでしたが、こちらの図書館の場合は年度協定になっております。

　図書館につきましても、指定管理期間の当初に基本協定は締結しておりますが、基本協定の中で詳細については事業年度ごとに協定をするということになっておりまして、これが来年度の年度協定ということになります。この協定書の案について、今回、お諮りしてご承認をいただきたいというものでございます。

　これまでもご説明をしてきましたが、区立図書館の指定管理者は３社ございます。議案書に記載のとおりでございます。地域図書館は１０館ございまして、３館、４館ということで、それぞれ３社の指定管理者に管理を行わせているということでございます。

　年度協定書につきましては①から③までインデックスを張っておりますけれども、内容につきましてはほぼ共通でございますので、最初の①番の年度協定書をもとに説明させていただきます。

　こちらは、図書館流通センターのもので、これをもとに説明させていただきます。

　特に、今訂正をいたしました第５条の経費の部分、それから、これまでの協定の内容と変更になっている部分について、かいつまんで説明をさせていただきます。

　②から⑥番までの経費につきましては、精算経費といっておりまして、残額があれば区に返していただくという経費でございます。

　①番の人件費等管理運営経費につきましては渡し切りで、人件費、様々な管理経費、例えば光熱費ですとか設備の点検経費ですとか、館内の消毒を行うとか色々、例えばエレベーターの保守点検ですとかといった様々な建物ですとか設備の管理経費がございます。そういった部分の経費でございます。

　第５条の柱書きのところに「管理業務に利用する経費は金２億５，７０６万９，３００円とし」となっておりますが、この金額につきましては、区の当初予算の額どおりの額となっております。ですから、議会の議決を経まして４月１日にこの協定を締結しますけれども、予算額どおり、まるまる支出しているということでございます。

　経費について特に変わっている点は、例えば②番の特色ある図書館づくりの資料購入費、それから③番の逐次刊行物・視聴覚資料等の資料購入費がございますけれども、相互に流用を認めております。

　それから、同じように⑤番と⑥番、工事費と備品購入費についても流用を認めております。今までは３０％以内とかという上限を設定していましたけれども、それを取り払って、流用については制限をなくすということで柔軟性を持たせております。

　それから、今年度の年度協定から、④番の地域連携費という経費を備品購入費から分離させて１つ項目を設けておりますが、地域連携費についても備品購入費との間での流用を認めていたんですが、来年度からは地域連携経費は流用せずに地域連携という名目でだけ使ってくださいということで、流用しないでくださいという形にいたしました。

　ですから、この金額で試行していただいて、学校との連携もありますけれども、老人保健施設ですとか児童養護施設、病院等との連携もやっておりますけれども、なるべくそれらに活用していただくということで流用は認めませんのでということで、余れば返していただきますけれども、フルに活用して進めてくださいという考えをとっております。金額につきましては、算定根拠等は例年と変わっておりませんで、予算の規模も同等でございます。

　それから、それ以外の部分で特に変更となっている点につきましては、今年度につきましてはモニタリング評価を実施しましたのでその情報が入っておりました。それについては、中間年に実施するということで来年度はございませんので、その部分は削除しております。

　それから、図書館の情報システムを再構築しまして、そのための稼働準備の打ち合わせですとか、移行データの確認ですとか、機器のリプレースの立ち会いですとかといったことが今年度の年度協定に入っておりましたが、もう完了しておりますので、それについても削除したということです。

　それから、図書館流通センターの協定書に限りましては、赤塚図書館の開館準備についての規定、あるいは取り次ぎ業務を行っておりました赤塚図書館前のサービスコーナーについての規定がございましたけれども、これについても赤塚図書館を開館しておりますので削除したというところでございます。それ以外につきましては、変更点は特にございません。

　それから、経費につきましては、赤塚図書館がまるまる１館分増えますので、その分の経費がこの図書館流通センターの場合は増えております。その額が約１，４００万円でございます。ですから、先ほど予算規模は同等と申し上げましたけれども、その部分だけは増えております。

　それから、事業計画書につきましてはまだ中央図書館の方に上がっておりませんで、次回の教育委員会でお諮りしてご承認をいただきたいと考えております。

　雑駁でございますが、説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　地域連携重視をさらに前面に出しているということで、いいなと思いました。

　ちょうど整備週間の後の訪問のときに、図書館長と一緒に回った学校では、その地域、地域の図書館と学校の読書との連携でかなり期待が強かったです。

　いまひとつ、情報のやりとりがこれからもっと円滑になるのかなみたいな印象も持ちましたけれども、その場に館長がいらしてくれたので話が早いだろうからと思って、ありがたいなと思いました。

　それから、１番のインデックスの５条の金額の訂正で、決まってしまうと厄介でしょうから、細かい話で。９条と、次の１１条も。

中央図書館長　　すみません、失礼しました。訂正箇所が影響が出る部分がございますので、そちらも訂正となります、失礼いたしました。

委　員　長　　要するに、地域連携経費というのは具体的にはどういう、本の運搬費とかそういうのですか。

中央図書館長　　そうですね。運搬費もありますし、それから資料購入費、例えば蓮図書館の例ですと、近くに児童擁護施設があるんです。タイガーマスクが話題になっていますけれども、１８歳までの生活施設です。直営のころから団体貸し出しをしておりまして、その施設の方と話し合いをして図書を選定して、購入をして、また運搬をしたりとかといった経費に充てております。

　志村図書館については、病院ですとか児童館ですとかに資料を購入してということで提供するということを行っております。

　それから、清水図書館ですが、「あいキッズ」に参画をして、あそこは規模が小さいので中でおはなし会とかができませんので、隣の志村第一小学校の方へ、表に出て出前のおはなし会等をやっておりまして、それらについても、来年度からはこちらの経費を充てられる。

　ですから、地域連携ということで、学校に限りませんけれども、用途は幅広く使っていただいてということで、連携を進めてもらうことのための経費ということでございます。

委　員　長　　そうすると、同じ図書であっても、特色ある図書館づくりの費用だったり、刊行物で買っていたり、地域連携で買ったりと色んなケースがあるということ。

中央図書館長　　ございます。特色ある図書館づくりというのは、例えば、東板橋図書館ですと、体育館と隣接していますのでスポーツ関係の本を集める、あるいは加賀藩の下屋敷に近いのでその関係の郷土資料ですとかといったことです。

　成増図書館であれば、アートギャラリーと併設ですので芸術関係ということで、地域連携ということではなくて蔵書として、そういった特殊ある図書館づくりのための資料のための経費ということです。

　逐次刊行物というのは、例えば雑誌ですとか新聞です。雑誌も、例えば法律関係とか経済関係の専門誌ですとか、音楽関係、それからスポーツ関係と様々あるんです。そういった逐次刊行物。

　それから資料聴覚資料というのは、音楽ＣＤです。赤塚図書館に限っては地域図書館のＤＶＤ映像資料も購入しておりますけれども、そういったもの。あるいは住宅地図等について、この③の経費で購入しております。これは図書館の蔵書とするものでございます。

　中央図書館については、別途また中央の分の予算で調達をしております。

　そういったことで、資料の種類ですとか目的によって、この経費の区分けはつくられておりますので。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

　では、お諮りします。日程第三　議案第８号板橋区立図書館の指定管理業務に関する年度協定の締結について、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○議事

日程第四　議案第９号　区長の権限に属する事務の委任について（協議）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庶務課）

　　　　　議案第１０号　意見の聴取について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新しい学校づくり担当課）

委　員　長　　日程第四　議案第９号区長の権限に属する事務の委任について（協議）を、庶務課長より説明願います。

庶務課長　　議案第９号区長の権限に属する事務の委任について、区長から学童クラブに係る事務の委任について、指定が来ております。

　「あいキッズ」の事業の関係でございますので、庶務課の所管と考えております。

　次のページでございます。地方自治法１８０条の２の規定に基づく協議を以下のとおりに申し入れますということで、委任の事務の内容ですが、次に掲げる学童クラブに係る事務でございます。

　内容的には、５校の学童クラブの名前があって、来年度「あいキッズ」を実施する中学校における学童クラブが対象になっています。ただし、学童クラブの利用承認、不承認（障がいの程度の認定を含む）、取り消し及び停止に係る事務並びに学童クラブの利用料の請求、減免及び還付に係る事務並びに学童クラブ事業の巡回指導に係る事務については除くとされておりまして、これは一括して、区長の命のもと、子ども家庭部が引き続き実施するという内容でございます。

　委任先執行機関は板橋区教育委員会。

　委任の理由は、あいキッズ事業と学童クラブ事業の一体的な運営を確保するため。

　委任の開始時期は、平成２３年４月１日でございます。

　説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　これは、従来の「あいキッズ」に移行したところは皆そのようになっておりますので、特に問題はないと思います。

今井委員　　この「除く」という規定の中で、学童クラブ事業の巡回指導に係る事務というのを除くと、何かやりにくいとかそういうような種類のことではないのですか。

学校地域連携担当課長　　逆に、子ども政策課の方が学童クラブの巡回指導の職員を抱えておりますので、そちらの担当していただく。

委　員　長　　では、お諮りします。日程第四　議案第９号区長の権限に属する事務の委任について、区長の申し出に同意することにご異議ありませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

　では、続きまして、議案第１０号意見の聴取について、新しい学校づくり担当課長から説明してください。

新しい学校づくり担当課長　　こちらにつきましては、今般開かれております平成２３年第１回区議会におきまして、契約案件を議題として提出するものにつきまして教育委員会の意見をいただくというものでございます。

　１枚おめくりいただきたいと思います。

　件名につきましては、板橋区立志村第二中学校校舎大規模改修・プール改築工事請負契約、合わせまして、板橋区立志村第二中学校校舎大規模改修・プール改築電気設備工事請負契約の２件でございます。

　１枚おめくりください。こちらが議案の文書になってまいります。

　肩書きのところに、議案第２８号と書いてあります。こちらが、校舎の本体の工事でございます。

　校舎につきましては、平成２１年度に耐震補強工事をさせていただきました。今回、ここの工事につきましては、老朽化施設の改修をもちまして校舎の長寿命化を図るという趣旨の、いわゆるリニューアルの工事でございます。

　契約金額につきましては、９億２，９３４万９，９２５円。

　契約の相手方につきましては、中尾・ノエマ・ウイズホーム建設共同企業体。

　工期につきましては、契約確定の日の翌日から平成２４年３月１５日までとなってございます。

　次のページでございます。

　議案第２９号となっておりますのは、本件工事に合わせまして行います電気の設備工事の契約になってまいります。

　契約金額につきましては、１億９，９５０万円。

　契約の相手方につきましては、福興・共同建設共同企業体。

　工期につきましては、本体工事と同じでございます。契約確定の日の翌日から平成２４年３月１５日までとなってございます。

　本件につきましてご審議いただきますよう、よろしくお願いいたします。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　志村二中は、たしか、グラウンドの土が入りやすいタイプのような記憶なんですけれども、その辺の工夫は、もう設計は終わってしまっているんですよね。

新しい学校づくり担当課長　　設計は終わってございます。今回、校庭の部分は、いっとき仮設校舎を建設しまして、それに伴いまして、校庭の隅にあった古いプールを全て取り壊します。そして、校舎に接続する形で新しいプールを設置する。そして、仮設校舎を取り払った後には、校庭を全て改修してきれいにするという工事は含まれております。

教育長　　一部は仮設校舎を建てて、一部の校庭は使えるのでしたか。

新しい学校づくり担当課長　　仮設の規模について、ちょっと今手元に資料を持ち合わせておりませんが、かなり大きな仮設校舎を建てますので制約は出てくると思われます。

　校庭につきましては、今、平成２３年５月から平成２３年１２月までは使用できないという情報は入っております。

　ただし、体育館の方は全面的に使えますので、そちらの方で体育の授業等は工夫していただくようになります。

委　員　長　　電気の工事が宮城県の会社になっておりますけれども、色々、事件があった影響でしょうか。なるべく区内の業者を使うというのが、議会でもかなり強く言われておりますけれども。

新しい学校づくり担当課長　　そうですね。契約の相手方ということで、この企業の本拠地としては板橋区内に事業所が置いてございますけれども、色々な影響があったという感じは受けます。

庶務課長　　この前の事件で、指名停止の期間が４月まであります。その関係が出ているものですから。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

　では、お諮りします。日程第四　議案第１０号意見の聴取について、区長の原案のとおり決定することにご異議はありませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○報告事項

１．平成２２年度予算審査特別委員会（補正予算分）総括質問答弁要旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料）（次長）

委　員　長　　それでは、報告事項について聴取します。報告１「平成２２年度予算審査特別委員会（補正予算分）総括質問答弁要旨」について、次長から報告をお願いします。

次長　　資料に基づき、先日行われました２月２５日の補正の総括質問ということで、このときは教育委員会関係はほとんどないに等しいような感じでございました。

　まず、元山議員ですけれども、ふれあい給食ということで、ふれあい給食は非常にいいことだというので、全校で進めてくれないかという意図の質問でございました。

　右の方でお答えしていますけれども、ふれあい給食が、平成２１年度実績で小学校４１校、中学校１３校ということで、平成２２年度は小学校４８校、中学校１５校という感じです。

　ふれあい給食ができないという学校の理由は、１つは、その地域のお年寄りの団体等との日程調整がなかなかうまくつかないというのと、中学校などは特にそうですが、ランチルームなどがないと、クラスで例えば４０人いっぱいの中学生がいて、お年寄りを入れて一緒に食べられるかという部分があります。この２つなんですけれども、教育委員会としては、大規模改修等によりランチルームの設置に向けて実施する場所を確保しながらやっていきたい。それから、ランチルームがなくてもできるようなところについては、工夫して、日程調整してやっていきたいとお話ししております。

　それから、松岡議員につきましては、南館改築についての教育支援センター設置の意思決定がどうなっていたかということで、前々からの、最初のころに板四中でどうなっていたかからずっと説明させていただきました。今までのとおり説明して、それ以上のものはございませんでした。

　裏側をご覧ください。

　松島議員につきましては、教育長の実績はどんなものか。逆に、できなかったことはどうなったかということでございまして、逆にできなかったことということで色々ご説明しますと、平成２３年度から福井大学への教員派遣研修を行うが、教育長がずっと考えてきた授業改善についてはやっと袖に着いたところで、今後、進めていきますというお話をさせていただきました。

　それから、美術館のカメラとか教育支援センター、この辺で、教育委員会に諮っていないと。だから、この機能をどうしていくんだというお話でした。

　「教育委員会は、教育における政治的中立性や継続性・安全性を確保し」という法律的なお話をさせていただきました。

　その下の２行ですけれども、「教育委員会制度の運営に当たっては、基本的には教育委員会は、教育行政における重要事項や基本方針を決定し、それに基づいて教育長が具体の事務を執行する」と法律上なっていますと。

　したがって、教育委員会、教育長は、それぞれ担うべき職務を遂行していくと考えておりますということで、この会で全てを決定していくという、例えば、どこに何を置こうかとか、そういう部分でもない報告の部分もございますし、運用に当たっては我々もちょっと気をつけて、これはこの会議で諮った方がいい、これは皆さんと相談するレベルだから事務打合せ会、意見交換会でやった方がいいと、きちんとした形でやっていこうと思っております。

　それから、４番の南館の教育支援センターの相談機能というお話ですけれども、教育支援センターの中で相談機能がないというのは錯覚でございまして、最初のときは蓮根と成増の教育相談所を統合して支援センターに入れてしまおうと思いましたけれども、それを残したために、逆に相談機能は向こうに残っているのではないかと。研究・研修相談は相談が欠けてしまうのだから、本当にいいのというお話でした。私どもとしては、初期相談というか導入の相談とか、継続しながら相談しなくてはいけない部分については全部教育支援センターでやりますと。

　ただ、教育支援センターで相談して、結果として日常的なカウンセリングが要るから相談所でやっている運動療法にいきなさいといったら、相談所はそちらをやっていただくという話で考えていますので、ちょっと錯覚ですというお話をさせていただきました。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　ふれあい給食のときのお年寄りの方の給食代というのは区の予算ですか、学校の負担ですか。

次長　　一応、原材料費は教育委員会で負担させていただいています。

　ただし、行政評価では「来る人が負担すべきだ」ということをいただいていまして、そうではなくて、我々としては、そういう方々との交流をしながら、地域の話を聞いたり、昔の話を聞いたりする教育的効果を図っているわけで、ご招待をしたいということでまだ突っ張っております。

委　員　長　　そうですよね。特に、お年寄りに限らず、まちの人ともっと広げた方がいいような気もいたします。

教育長　　学校によっては、見守り隊の人たちだとか、いつも日常的にお世話になっている方々を呼んでお礼の会を兼ねてやっているというところもあって、そういうところで「申しわけないですけれども、食費をお出しください」というのは、ちょっと言えないのかなと思って。

次長　　実際問題、給食の試食会ではございませんので、そういう効果を求めてやっておりますので、何とか原材料費だけですのでやっていきたいなと思います。

今井委員　　松島先生の３番、４番のご指摘いただいたことへの答弁としてはこのとおりで全くいいと思いますし、委員としてどう南館建設を考えたかというのはもう既に何回か前の議事録に残っていると思いますが、多分、松島先生の１つは、今回の事情そのものということと、もう１つは、その背景で、教育委員会で委員がしっかり考えるべきこととそうでないことの切り分けの感覚を委員がしっかり持っているかみたいな深いご指摘も含まれているのかなという気がしますので、その辺についてはご指摘をいただき、再度、委員として確認をさせていただきます。
教育長　　以前には、事務局でやってきたことを皆さんにお知らせをして、ご了解をいただいてというだけの教育委員会が開かれていた時期もあったかと思うのですけれども、論議をしていかなくてはいけないことに関しては、できるだけ皆さんと論議をして意見を色々出していただくという作業をしなければいけないと思っているんです。

　ただ、教育委員会になると全部公開ですので、そこで全部平場の論議をするというのはなかなか難しいところなので、それに関しては勉強会を開くなり、事前の情報交換会を開くなりという形でできればということで、今のような形になってきています。

　ただ、これからその辺は少し、公開で、一般の皆さんにもこういう論議をしているんだということだけは知っておいていただくという提起の仕方、何を提起していくべきなのかということはもう少しきちんと詰めて、必要なことをできるだけこの場できちんと論議をしていただいて、区民の皆さんにも見ていただくという形にしていきたいなとは思っています。

○報告事項

２．平成２２年度区立小学校、中学校卒業式出席者名簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料学―１）（学務課）

委　員　長　　では、報告２に移らせていただきます。「平成２２年度区立小学校、中学校卒業式出席者名簿」について、学務課長より報告をお願いいたします。

学務課長　　資料―１をご覧いただきたいと思います。

　１枚目の方は、区立中学校の卒業式の出席者名簿でございます。

　来る１８日金曜日でございますけれども、教育委員あるいは各部の部長が参列させていただくということになってございます。

　なお、教育委員につきましては、まず、５番目の加賀中学校につきましては北川教育長に、９番目の志村四中については谷田委員に、１０番目の志村五中につきましては別府委員長に、１９番目の赤塚二中につきましては本山委員に、２０番目の赤塚三中については今井委員にお願いしたいと考えているところでございます。

　１枚おめくりいただきたいと思います。

　２枚目は、２５日に行われる予定の小学校の卒業式でございます。

　こちらにつきましては、３番の志村二小の方に北川教育長に、１２番の富士見台小に谷田委員に、２１番の板橋第四小に別府委員長に、２４番の板橋第七小学校に今井委員に、おめくりいただきまして裏面でございますけれども、３７番の弥生小に本山委員にお願いしたいと思います。

　それ以外については、教育委員会各課長、各部長、あるいは他の区長部局の課長にもご協力いただくということでございます。

　説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　では、これはこのとおりで、卒業式など卒業生の多い学校は大変ですが、よろしくお願いいたします。

学務課長　　時間も９時半という学校もございますので、よろしくお願い申し上げます。

今井委員　　気をつけます。
○報告事項

３．人事情報（２３年２月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指―１）（指導室）

委　員　長　　では、報告３「人事情報（２３年２月）」について、指導室長から報告してください。

指導室長　　資料指―１をご覧ください。

　２月末の教職員数は、括弧の休職者なども含めて総勢１，８０７人であり、１月末から２名減少いたしました。

　動きの内訳といたしましては、退職が２名でございます。そのうち１名については向原中学校の技術科の教員が死亡、そして、中根橋の教員が退職ということです。

　休職者等が全体として８１名で、３名増えております。このうち、病気休職に入った者が２名、育児休業に入った者が３名でございます。

　減っている要員としては、病気休職から復帰した者が１名、先ほどお話ししました病気休職から死亡退職した者が１名で、差引３名増ということでございます。

　裏面の、非常勤職員については動きがございません。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　よろしいでしょうか。

○報告事項

４．来年度の教育支援センターの進め方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（口頭）（指導室）

委　員　長　　では、報告４「来年度の教育支援センターの進め方」について、指導室長から説明願います。

指導室長　　ペーパーを用意してございませんが、口頭でお知らせしたいと思います。

　庁舎南館改築に伴い、教育支援センターが併設することになりました。それに向けて、平成２３年度以降、次のような体制で進む計画でございます。

　まず最初に、教育支援センター担当係長が配置されますので、都費の非常勤教員１名を配置し、検討の中心になってもらいます。

　そして、指導室の中では教育支援センター担当の統括指導主事及び指導主事も決めてまいります。また、設置の目的に沿って、本格的な検討に入りたいと思っております。

　研究・研修・相談機能を充実させるために、およそ１，０００㎡程度にどのような施設を、それぞれどのぐらいの広さで、どのようなスタッフを配置し、どのような什器をそろえるか検討をしてまいりたいと思っております。

　２つ目に、学校経営支援専門会議の役割に、板橋区教育支援センターについても加え、論議を深めてまいります。

　３つ目に、来年度からの指導室の組織等の改正を実施いたします。

　まず、１つ目は、現在都費の非常勤教員及び嘱託員で編制しております教育研究室、教育研修室、教科書センター等を統合し、教育支援センター準備室として活動内容の洗い直しを行ってまいります。

　２つ目に、教育相談所のあり方について抜本的な見直しを検討してまいりたいと思っております。他地区の相談所との比較検討、あるいは相談内容の精査をしてまいります。

　３つ目は、教育相談所内の電話相談を、指導室内のＳＴＡＲＴの組織に組み込むとともに、同所の都費の教育相談員を教育支援センター準備室等に充ててまいります。

　最後ですが、適応指導教室フレンドセンターは現状のままといたしますが、カリキュラム等の改善に今後とも努めてまいりたいと思います。

　以上のことを考えながら、平成２３年度は進めてまいりたいと思います。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　その非常勤の職員が担当の係長になられるということですか。

指導室長　　いえ、違います。正規の担当係長が１人まいりますが、結局、部下というか職員がおりませんので、都費の非常勤教員をそこに充てていきたいと思っています。

谷田委員　　今年も学校支援専門会議が結構いい形になってきているように思っているので、このあたりとうまく連携して、つながって、外部の優秀な方の知恵はうまく利用して進めていかれたらいいのではないかなと思います。

教育長　　支援専門会議のメンバーは必ずしもセンターの専門ではないんですけれども、その辺の人選はどういう形にするんですか。

指導室長　　学校経営支援専門会議を来年度も年間３回ということで計画しておりますので、その第１回目あるいは第２回目等にこの教育支援センターについての議題を出して、それぞれ学識経験者ということですので、そういった方々で、こちらの原案を持ち寄った上で話し合いを進めてまいりたいと思っております。

　一応、来年度の経営支援会議のメンバーは今年度に準じるということで進めてまいりたいと思っております。

教育長　　今の５名の先生方に論議をしていただくということであれば、それなりに少し先生方にも勉強していただかないと、折角のいい機会なので、しっかり勉強していただいて論議がかみ合うように、是非、組み立てをお願いしたいと思います。

　それから、今回、支援センターの設立と合わせて、相談所の機能の見直しをしなければいけないわけです。

　ここの本庁の中の面談に入る相談機能と外に出す相談機能の切り分けなんかもきっちりして、本当に有効な形で相談機能が進められるということが必要になってくると思いますので、その辺は是非十分な論議をお願いしたいと思います。合わせて、発達支援センターができます。そうすると、今、教育相談所の方でかなり発達支援センターとかぶる部分をやっているところがあるかと思いますので、その辺の連携をきちんととって、これも切り分けをしながら連携をきちんととれる体制にしていかなければいけないと思っていますので、その辺も連携をとりながら、十分論議をお願いしたいと思っています。

委　員　長　　これからの板橋の教育がよくなるか悪くなるか、教育センターにかかっておりますので、よろしくお願いいたします。

指導室長　　分かりました。

○報告事項

５．「第１７回いたばし国際絵本翻訳大賞」実施結果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料図―１）（中央図書館）

委　員　長　　では、報告５「「第１７回いたばし国際絵本翻訳大賞」実施結果について」、ボローニャ子ども絵本館の久保田さんから報告してください。

久保田主事　　中央図書館長が所用により退席させていただきましたので、代わりまして説明をさせていただきます。

　第１７回板橋国際絵本翻訳大賞実施結果についてということで、今年度、第１７回を迎えました翻訳大賞の方ですが、本年度は、英語部門がこちら、イタリア語部門はこちらを課題のテキストとして作品を募集いたしました。

　昨年９月に広報いたばしやホームページなどで募集を開始いたしまして、１２月に申し込みを締め切りました。

　作品の応募数は、英語部門が６４７件、イタリア語部門が１７８件で、応募率は、どちらの部門もおよそ６４％という結果になりました。

　また、区立中学生を対象とした中学生部門には７校、４３名から応募がございました。

　英語部門２名、イタリア語部門１名の審査員による審査を経まして、平成２３年２月１８日の最終審査会で受賞者を決定いたしました。受賞者は、一覧のとおりとなっております。

　受賞者の皆様に対する表彰式は、平成２３年８月２０日土曜から開催いたします「第１９回ボローニャ・ブックフェアｉｎいたばし」の会期初日に実施する予定となっておりまして、板橋区長より表彰していただく予定となっております。

　また、英語、イタリア語両部門の最優秀翻訳大賞を受賞された作品が、平成２３年８月の下旬に日本語版の絵本として出版される予定となっております。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　板橋の方も応募はあったんですか。

久保田主事　　あります。過去には、板橋区にお住まいの高校生が大賞を受賞されたという経緯もありまして、今回も、途中まで審査を通過された方には板橋区民の方もいらしたんですけれども、残念ながら、最終的に受賞された方の中には今回は含まれていませんでした。

谷田委員　　今までも、板橋区の方が受賞されないケースというのはありましたか。

久保田主事　　あります。全国から、また海外などからも参加される方も多いですので、板橋区の方が毎回受賞されるということではないです。

教育長　　応募数としては１７回になりますけれども、ここのところの応募数の推移はどうなっていますか。

久保田主事　　お申し込み数は、年々、徐々に増えておりまして、こちらで用意しているテキスト数、今回でいいますと、英語が１，０１２、イタリア語が２８０だったんですけれども、それ以上のお申し込みをいただいて、お断りをするというケースも出てきております。

教育長　　最優秀大賞になった方の本が出版されるというのはすばらしいですね。そういうので、少しずつ定着してきているとか、広まってきていると言えるのでしょうか。

久保田主事　　お申し込みをいただいた方にはアンケートを書いていただいているんですけれども、書店でこの本を見つけてこの大賞を知ったというご意見も見られますので、出版された影響というのは大きいかと思います。

委　員　長　　特に、課題図書に選ばれたりするのがよかったと思います。

今井委員　　すみません、くだらない話で。この英語部門を何と訳すかなと思って。「クッツさん」ぐらいは出てきたんですけれども「あくつさん」はすごいですね。

久保田主事　　審査員の先生もこの訳は大変すばらしいとおっしゃっていたんですが、ただ、日本語の絵本として出すときには「あくつさん」をタイトルにするのはちょっと難しいということも先生はおっしゃっていらっしゃいました。

本山委員　　タイトルが、毎年、面白いですよね。

久保田主事　　はい。

委　員　長　　これも桜井徳太郎賞と同じで、板橋区の人より日本全国の方からの応募が多いし、最優秀を取るのも外の方で、逆に、板橋が文化に対して非常に力を入れているということをＰＲするのに役立っているなという感じの賞になってきたのではないかと思います。

教育長　　私も、ほかの区の方に「こういう翻訳大賞を区としてやっているとか桜井徳太郎賞をやっているという、そういう文化に対する考え方は板橋区はすごいですね」と言われて、ちょっと鼻高々でした。

委　員　長　　それでは、よろしいでしょうか。

○報告事項

６．東京駅伝

委　員　長　　では、次に、委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

　日程以外で、特段の質疑、意見がありましたらご発言ください。

指導室長　　２点お願いいたします。

　まず、１点は、来年度の指導室等の事業予定表を置かせていただきました。

　変更点が１３あるんですけれども、よろしくお願いします。

　ただ、これはまだ決定ではございませんので、また決定した段階で皆様にお配りさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

　それから、２つ目でございますが、東京駅伝が３月２１日に迫ってまいりましたが、ご報告させていただきます。かなり、昨年度よりもグレードアップして、白黒からカラー刷りになってきております。

本山委員　　各中学校にもポスターが張ってありますよね。

指導室長　　はい。では、お礼の方からということで、おかげさまで、皆様のご協力によりまして東京駅伝募金が７万円以上集まりまして、横断幕、練習用のたすき、ドリンク、当日弁当に充てるということでございます。

　学校現場も大変喜んでおりまして、気合いの入れ方がこうも変わるかという感じであります。是非、当日も代表選手たちに声援をお願いできたらと思っております。

　これは見ていただければ分かるのですけれども、まず、会場が味の素スタジアムと都立武蔵野の森公園という場所に変更になったということでございます。

　各区市町村から選抜された中学２年生による区市町村対抗駅伝であるということでございます。

　４ページ、５ページは会場案内図でございます。かなり、大掛かりなものになっております。

　そして１０ページが応援席になっておりまして、板橋区の座席は、味の素スタジアム内の柱番号１８番、左側なんですけれども、左側の真ん中よりもちょっと下目のこのあたりが一応座席になっております。もちろん、走路の脇の方でも応援が可能でございます。お願いしたいと思います。

　それから、３７ページをお開きください。

　ここに、板橋区の監督を含め、代表選手が記載されております。

　今年度は、区内の私立中学校も参加しておりまして、１１中学校から選手が選出されております。総監督以下、名前がある監督以外の、練習を支えている教員が多数おります。

　これまでの東京駅伝の練習経過については、１２月４日から代表選手を決定するセレクションまでの第一次練習を５回行いました。これは全部土曜日なんですけれども、１月１５日に代表選手を決定しまして、それ以降、東京駅伝に向けた代表選手の練習を４回行っております。先日の３月５日に練習を行い、学年末テスト明けにもかかわらず、熱心に取り組んでおりました。

　ただ、残念ながら、必ずしも長距離に長けた子が参加できないというのは、実は部活動の関係がございまして、本当はこちらを優先してほしいのですけれども、部活動の方に出てしまうという形もありまして、最強のメンバーというところには至らないのがちょっと残念ではあるんですけれども、昨年度、第１回大会は、男子が３７位、女子が１９位ということで、今年度は昨年度以上の成績を目指そうと、子供たち、監督を含めて頑張っておるところでございます。

　先ほど申し上げましたように、皆様の温かいお心遣いで現場も非常に意欲を増しておるところでございますので、お時間がありましたら、是非、ご声援の方をお願いしたいと思っております。

　以上でございます。

委　員　長　　ありがとうございます。そしたら、３月２１日、お時間のある方はよろしくお願いします。

教育長　　ちょうどこの日は、志村で不発弾が埋没していて、不発弾処理の日と重なってしまったんです。学校が３校ほど避難所になりました。中学も、志村一中が避難所になっていますので、事務局の方もちょっと分担して、そちらに行ってもらう人が出てくるかと思います。

委　員　長　　では、以上をもちまして、本日の教育委員会は終了いたします。

　傍聴の方は退席願います。

　なお、これから教育委員と事務局事務打合せ会を行いますので、委員と職員の方はお残りください。

午後　　２時　３０分　閉会
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